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健全な事業経営を推進
平成30年度水道事業会計予算の概要

　水道事業の予算は、水道事業を運営するための予算（収益的収支）と水道施設を整備するた
めの予算（資本的収支）があります。
　水道事業を運営するための予算は、水道料金を主な収入として、水道施設の減価償却費や受
水費（東総広域水道企業団から水道水を購入する費用）、人件費、動力費（送水ポンプの電気
料）、薬品費、借入金の支払利息などの費用で構成されています。
　水道施設を整備するための予算は、浄水場の更新整備のほか、古くなった配水管やポンプ設
備の更新などの支出を見込んでいます。支出に対して不足する額は、水道事業会計の自己資金
を充てて対応します。

平成30年度の主な事業は、次のとおりです。
●本城浄水場の浄水池築造
●本城浄水場の場内配管整備
●本城浄水場の送水ポンプ整備
●本城浄水場の動力計装監視制御設備整備
●水道局新庁舎に防災行政無線子局設置

●新宿取水場の取水ポンプ更新
●配水管の布設替
（天王台・潮見町・長塚町・野尻町・柴崎町・垣根町ほか）

●送水管の布設（本城町）
●ガスクロマトグラフ質量分析計購入

水道事業を運営するための予算（収益的収支）

水道施設を整備するための予算（資本的収支）

（単位：万円）

収益的収入
23億7,400万円

収益的支出
22億9,500万円

資本的収入
7億4,950万円

資本的支出
13億8,400万円

その他 5,631

水道料金　218,500

長期前受金戻入　13,269

減価償却費　67,489 受水費　51,314 人件費
25,344

動力費　13,376

薬品費　9,644

支払利息　9,496

その他　52,837

企業債（借入金）　55,000
他会計
貸付償還金
19,000

出資金・負担金　950

自己資金　63,450

浄水施設整備費　66,096 その他建設改良費　42,273 企業債償還金
30,031

水道メーターの検針にご協力ください
●メーターボックスの上に物を置かないでください

●メーターボックスの中は、いつもきれいに
　しておいてください

●犬は放し飼いにせず、出入口やメーターボックス
　から離してつないでおいてください

●家の増改築などで、水道メーターが床下や屋内に
　ならないように、検針しやすい場所に移してください


